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担当部署:　環境部 環境衛生課　
	処分の概要
	犬の予防注射済票の交付

	法令名
根拠条項
	狂犬病予防法　第5条第2項

	法令番号
	昭和25年法律第247号

	【基準】
　法第5条第1項及び第2項の規定による。
　(予防注射)
第5条　犬の所有者(所有者以外の者が管理する場合には、その者。以下同じ。)は、その犬について、厚生労働省令の定めるところ※1により、狂犬病の予防注射を毎年1回受けさせなければならない。
2　市町村長は、政令の定めるところ※2により、前項の予防注射を受けた犬の所有者に注射済票を交付しなければならない。

※1
狂犬病予防法施行規則
(予防注射の時期)
第十一条　生後九十一日以上の犬(次項に規定する犬であつて、三月二日から六月三十日までの間に所有されるに至つたものを除く。)の所有者は、法第五条第一項の規定により、その犬について、狂犬病の予防注射を四月一日から六月三十日までの間に一回受けさせなければならない。ただし、三月二日以降において既に狂犬病の予防注射を受けた犬については、この限りでない。
2　生後九十一日以上の犬であつて、三月二日(一月一日から五月三十一日までの間にその犬を所有するに至つた場合においては、前年の三月二日)以降に狂犬病の予防注射を受けていないもの又は受けたかどうか明らかでないものを所有するに至つた者は、法第五条第一項の規定により、その犬について、その犬を所有するに至つた日から三十日以内に狂犬病の予防注射を受けさせなければならない。
3　前二項の場合において、狂犬病の予防注射を受けさせなければならない犬を所有者以外の者が管理するときは、第一項中「所有される」とあるのは「管理される」と、「所有者」とあるのは「管理者」と、前項中「所有する」とあるのは「管理する」と、それぞれ読み替えるものとする。

※2
狂犬病予防法施行令
(省令への委任)
第四条　前各条に規定するもののほか、犬の登録及び鑑札の交付並びに注射済票の交付に関して必要な事項は、厚生労働省令で定める※3。

※3
狂犬病予防法施行規則
(注射済票の交付)
第十二条　獣医師が狂犬病の予防注射を行つたときは、その犬の所有者(所有者以外の者が管理する場合にはその者。以下同じ。)に対して、別記様式第四による注射済証を交付しなければならない。
2　犬の所有者は、前項に規定する注射済証を市町村長に提示し、注射済票の交付を受けなければならない。

	標準処理期間
	1日
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	設定年月日
	平成24年10月1日
	最終変更年月日
	平成29年10月1日
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